
II 壁などとの間をあけて股■し、 
アースを取り付ける 

安全上のご注籯 〔+P.6、7) 

をお読みになり正しく _ 

設圈してください。 


上* 120cm 以 J 



背面は壁にビッタリ設 B 
できます。 

排気が直接当らないように 
据え付けて < ださい。患らか 
じめアルミホイルを壁面に 
く黑虹貼ると汚れを防止できます。 

@ トリプル重置センサー (GPS) の 0 点調節をする 

〇獅プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源が入り、表示部に「0」が表示されます。 

©加熱室底面にテーブルプレートをセットする(「テマエ」の刻印を手前に） 

© ドアを閉めて ：《れ : を3秒間押し続ける 
r ピッ」とブザーが_り、数秒後、〇表示で 
〇点調節が終了します。 r -» p . ie ) 
g) 空焼き(脱臭)をする 

〇テープルプレー トを外す 
©空焼き(脱奥)をする P.16 



る &0 


オート調理の使いかた（ハンバーグの例) S P.28 、 33、 102 

ァを M け^^^| 


❷ 


水道水を給水する 

〇 給水タンクを本体から引き出す 
Q 給水口ふたを開いて給水する 

給水口内の棒(満水ゲージ)- 
先端までで満水です。 

(水平にして確認する） 

Q 給水□ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セットする 
周囲のレッグカパー 
と同じ位匾まで押し 

込みます。 給水タンクレジグカバー 



手動讕の使いかた ゅ 



ドアを闋けると電源が入ります 


電源プラグをコンセントに蓮込んだだけでは電源が 
入りません。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約1〇分間操作が無い 
と自動的に電源を切り、表示部の「〇」も消え、ボタンを押し 
ても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り、表示 
部に「〇」が表示され、ボタンを受け付けます。 


〇点調節のお願い 

參日常ご使用の篇も、ときどき〇点調節を行つてください。 

調理を上手に仕上げるためです0 P.16) 


を回し「29ハンバーグ」を 
選択する 


を押す 

終了音が鳴ったら食品を取り出す 


お願い 

•使用する水は塩素消毒された水道水をご使用ください。 
浄水器の水.ミネラルウォ4 一、 アルカリイオン水、井戸水なとで 
使用した堳合はカビや雑 S が発生しやすくなります。 

長時間使用した場合はスチームの噗出口が詰まることがあります。 
スチームけノスチームを使う塌合は給水タンクの满*ライ:で水を入れ、 
暇に本体にセットしてください。水卿なかったり、雜入で衍と rigTKj 
転が出てスチームが止まり、 ft ± tf り艘くなります。 

|スチーム、ナノスチームを使った後にはパイプの水抜きをしてください。 


j ■室奥面の穴の中が、明るくなったり、暗くなったりします< 
加熱室の温度を一定にするため、熱風 
ヒーターの通電を断続するためです。 



冬了後は給水タンクの残水を捨て、ノてイプの水抜き 
3てください。 本害 P 3 「パイプの水抜き J I 


•調理終 

を行ってぐ 

•加熱室の温度が冷えてから、加熱室内に付着した水滴を拭きとってくださ U 
































知つておいていただきたいこと 


下記の内容に十分ご注意いただき、ご使用ください。 


パイプの水抜き 



❶ 

❷ 


テーブルプレー トをセツトして、ドアを 
閉める 

表示部の「0」を確認し、給水タンクを 
本体から引き抜く 


メニュー選択 I 度時間 



を回し、「25清掃」を 
選択する 


メニュー通択溫度時閭 

を押す 

終了音が鳴ったら水抜き完了 



レッグカノ (一のお手入れ 


•レッグ カバーはスチーム 調理など、湯気 
が結露したときの露受けです。こまめに 
お手入れしてください。 

給水タンクを外してから、左右奥に指 
をかけ、手前に弓 I いて外します。 



給水タンクを外してから 


肉や魚の解凍は 
トレーの ままで 


•包装を外し、トレーのままテーブル 
プレート中央にのせてください。 

•半解凍は食品の中心が少し凍って 
しへる状態に仕上げます。 

(解凍後3〜5分放置して、自然解凍 
する） 

籲分量の目安は100〜1 000 g 

•グリル調理•オーブン調理の後は 
加熱室が熱くなっているのでドア 
を開けて冷ましてから使ってくだ 
さい0 p .29 


レンジ加熱で黒皿や 
焼網を使わない 


•付属の黒皿や金属の調理道具 
(アルミホイル•金串など)を使 
わないでください。 [- >^13 

(付属の焼網はクッキング 
ガイドに記載の使いかたに限り 
使えます。） 〇 P .1 K 20,21 




食品の分量に 
あつた器の大きさ 


•容器の大きさは、食品 
を入れたとき、八分目 
くらいになる大きさが 
適当です。 

•適合する容器が無い 
ときは、「手動調理」で 
様子を見ながら加熱 
してください。 

l -> P .38 


2個以上の食品の同時加熱 


■分量を同じくらいに ■異なる容器や食品は 

して飲みものは中央 うまくあたたまらない 

部に寄せて、お総菜はことがあります。 

間を少し離して置きま 2品を同時にあたため 
す。 る場合。 P _24、25) 

パ#' 

f - N 

■異なる食品は手動調理 
で様子を見ながら加熱。 

2品を同時にあたためる 
場合。 G ^ lP _24、25) 

f \ 

■11 あたため 1 

16 冷凍(左)と冷蔵(右) 1 

124 朝食セット 1 
以外の異なる食 
品は オー ト調理 
はできません。 
























































を押す 


11^ 登録したい空の容器をテープ 
プレートの中央に置きドアを n 

〇 

❷ 

0 


メ 12-蟬18»3を回し、希望の 

「メニュー番号」 
と「容器番号」を 
選択する 


»财 as 關 

©： 


№1を押す 

籲約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わり、表 
示部に 「 M 」 が表示されて 
数秒後、「0」表示となり登 
録が終わります。 


容器番号 


■蹲 




3 S 



謀 レ々 


ョ5 C-L 




3 S 


888 L 





r 







空 



登録できるメニューと容器の数 


0 


メニュー番号 


❹ 


登録した容器に食品を入れ、テーブル 
プレ-卜の中央に置き、ドアを閉める 


❺ 麼) を押す 

0 


m 腿關を回し、登録した 
「メニュー番号」 
と「容器番号」を 
選択する 




メニ 


■窮 


容器番号 


L 執 




35 c r 


❼ 



_を押し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節する 

•仕上がり調節も登録されます。 


►スタートから約6秒後に、食品重量 ( 1 Og 単位) 
を表示します。(約3秒間） 


籲終了までの時間を表示します。 


メ la - 觥邶醐 


© 


を押す 

•終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 


籲食品重量の計量中は表示が回転します, 




レンジ 


35 


11 


n 転しま す 。/ 


♦終了すると「0」表示に戻 D ます。 



0 


容器計 ■ 


強 W-H 

レンジ 


ua . 


登録した容器を使ってあたためる 


メニュー番号 

容器番号 

34ごはん 

1〜4 

35冷凍ごはん 

1〜2 

36おかず 

1〜4 

37汁もの 

卜4 

38牛乳 

1〜4 

39お酒 

卜2 


メニユ_選択 18 畤《 



わがや流あたための使いかた (34 ごはん〜39お酒) 

使いかた1お手持ちの容器の重さを登録する I 


※同 5冷凍ごはん | の容器を2に登録し、その後、登録した容器であたためる場合。 




■ 

HE1 



9 


CU 



1! 

強 • 中•弱 


- 2 - 


わがや流あたためは、自分のお好みにあたためる機能です。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じて以下の操作手順で行ってください。 


登録した容器のメモとしてお使いください。 春登録した内容を修正する際は同梱の「のり付きメモ 

用紙」を貼付けてください。 


容器 

番号 

メニュー 

34 ごはん 

35 冷凍ごはん 

36 おかず 

37 汁もの 

38 牛乳 

39 お酒 

1 







2 







3 







4 








- 4 - 


❹ 


ドアを開け、計量した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 


メ Za - 8択温度關 


►食品重量の計量中は表示が回転します< 



；；；\ 搬 

強[才-卜] レンジ 、‘，，ぺ メ 

故 f ) •終了音が鳴ったら 
ーク^ 食品を取り出す。 

i •テプル ， r 、「卜 

k Jb こ LJ ぐ 

〆 ノ ^ i - 






❷〇 


使う空の容器を、テーブル 
プレートの中央に置き、ドアを閉める 


m 


を押す 


❷ 

❸ 


メ 11-3^88 棚を回し、 

「メニュー番号」 
と容器卜」を 
選択する 


w 

© 


容器計霣 
(登嫌） 


を押す 


參約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わりです。 


/ 




祖 



空 



登録しない 
場合は「_」 
を選択0 


[才-卜】 レンジ い A へ 

.テプル ョ5 M H 


1 tl 

1 3S 

レンジ 

■ 

容器 

把 




35 



國ぬ S よすりる希望 

參仕上がり調節は登録されません。 


厂 泰スタートから約6秒後に、食品重量 (10 g 単位 5" 

を表示します。(約3秒間） 


_終了までの時間を表示します。 


•終了すると「0」表示に戻ります。 


0 


使いかた 2お手持ちの容器の重さを登録しないであたためる 


※登録してない茶わんで 35冷凍ごはん をあたためる場合。 



ゎ= 



メニ a - 撕邐度關 





MMOStCMI 


とりけし 


たため2解凜あ:^:め 




E 1 |Q 


ni 

rzl 

ジ ^*^ 

5 

JJ 

一 ! 


強 • 






























































































































































































応用した使いかた登録してある雜に別のメ ニ ユ-の食品を入れてあたためる 


※[l6 おかず! 容器番号 1 のあたためで登録した容器で 134 ごはん] をあたためる場合。 



わがや流の上手な使いかた 


•同じメニュー番号の容器番号に別の容器を登録すると前回の登録の内容は消えます。 

•電源ブラグを抜いたときや停電した場合でも記憶しています。 

• gg を3秒間押すと、登録した [54 ごはん卜139お酒1 までの内容を全て消すことができます。 

メニューごとに登録したそれぞれの内容を消すことはできません。 

•容器計堡せずにあたためた場合、あらかじめ登録されている標準的な容器の重さで加熱時間を計算します。 


籲食品の分置と食品の温度 (1 人分の分量は、下表のとおりです。） 


メニュー 

食品の分屋 

食品の溫度 

あたためのコツ 

メニュー 

食品の分屋 

食 S7) 溫度 

あたためのコツ 

134 こ•はん 

100 〜 30 Og 

rn/HD 

-» 9.23} 

137 汁もの 1 

100 〜 30 Og 

性 C 日 
巾/皿 

[-►P.23 

135 冷凍ごはん 

100 〜 30 0g 

冷凍 

— P.23 

1 38 牛乳 1 

100 〜 400 mL 

冷蔵 

P .27 

B6 おかず 1 

100 〜 50 Og 

冷蔵 

: P.23 

1 39 お酒 1 

100 〜 300 m し 

常温 

- ► P.108 


※常温は約20で、冷蔵は約 01 C 〜約5で、冷凍は約一1813を基準にしています。 

※冷蔵のごはん、常温のおかずは、 II あたため 1 で加熱します。 

※冷蔵の汁もの、常温の牛乳、冷蔵のお酒は、様子を見ながら手動调理で加熱します。 [- >P. 39,49 
同程度の大きさ、形状であれば、容器2個を同時に登録して使うこともできます。 

_容器の大きさ、形状が異なると、加熱むらの原因となります。•食品の種類、分屋も同じにしてください。 

籲食 S の分 S は、上表の2倍が目安です。ただし、 1 36おかず] は1000 g 、 138牛乳 I 昏9お酒 I は500 mL までにしてください。 
籲食品の S きかたは、テーブルプレート中央に寄せて並べてください。（右図参照） 

•食品の種類や分里によっては、左右の仕上がりが若干変わることがあります。 

3錮以上を同時に登鎌して使うことはできません。 （加熱むらとなり上手にあたたまりません ） JL こ二_^ 
































































































































突然の沸騰に注意 



►のみもの（水、牛乳、お酒、コーヒー、豆 
乳など）やカレーやシチューなどとろみ 
のあるもの、油 fl 旨分の多い生クリーム、 

ノ (ターなどは、加熱中や加熱後に、突然、 
沸騰して飛び散り、やけどのおそれが 
あるので注意する。 


•開口が細い容器は特に注意し、 
小さなカップ、マグカップも 
注意する。 

•のみものは加熱前 
と加熱後にかきま 
ぜる〇 




やけどに注意 


>オーブン調理 • グリル調理 • 
スチーム 調理およびお手 
入れの脱臭と水抜きの後 
は、本体（ドア、キヤビ 
ネット、加熱室とその周 
辺)にふれない。 


こんなときは 


こんなときは故障ではありません、次のことをもう一度確認してください。 

修理を依頼される前に次の点および取扱説明書をもう一度お調べください。 〔> p . 52 〜 57 



電源が入らない •ドアを開閉し、表示部に「0」が表示されボタンやダイヤルを受け付けるか確認してください。 

時々電^^が入らない （待機時消費電カオフ機能が働くと表示部の表示が消え'キーを受け付けません) 


オーブン予熱中に •予熱中は節電のため庫内灯を消灯しています。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内灯が消灯している ときはを押すと約5秒間庫内灯が点灯します。 


、か宙 ■ t ，ドムめ於攸苗籲必ず容器 W 皿）にのせて力 [] 熱して<ださ u 。 容器 (¥ nn ) を使わなし、でラップに 
^ i - 包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 

°° r こすこ&コ 容器の大きさは、食品を入れたとき、八分目くらいになる大きさが適当です。 

•わがや流で登録した容器を用いてあたためると、適温に加熱できます。 


レンジのとぎ 
火花（スパーク）がでる 


•黒皿(黒色ホー□一皿)を入れ、「あたため」や「レンジ」で加熱していませんか。 
•焼網にアルミホイルを敷いて加熱していませんか。 

•テーブルプレートや焼網などに食品カスがついていませんか。 


加熱室奥の熱風ヒーターが •加熱室の温度を一定にして調理を上手に仕上げるため、熱風ヒーターを断続運転 
赤熱したり、しなかったりする します。異常ではありません。 


加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 


•メニューによって食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側がくもる 
ことがあります。 

ドアの内側などに露がつき、床に落ちたときは、ふきんで拭きとってください。 


加熱室内に水滴が付着 癱スチーム調理やメニューによって食品から出た水蒸気が加熱室壁面に水滴として 
する 付着します。水滴はこまめにふきとってください。 F » p ^ o 1 

調理が終了してもファン •〔とりけし） を押したときや調理終了後、電気部品を冷却するためファンが回転 
の風切り音がする する場合があります。 

設定した温度が途中で オーブン I (予熱あり）のとき、300 1 C の運転時間は約5分です。その後は自動 

変わることがある 的に 25 01 C になります。 


30 CTC に設定できない 
ことがある 


•加熱室が熱い場合、および予熱なしの場合の最大設定温度は 2501 C になります。 


1-D0699-1 


一 D 一 


D9(HP) 
















